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1 まえがき
ミリ波帯のような高周波帯における無線通信では遮蔽

物の影響によって電波の届きにくい不感地帯が発生する
ことが知られている．このような不感地帯における無線
通信を実現するために，リフレクトアレーが有効である
ことが知られている [1][2]．
一方で，これまでの研究では，このようなリフレクト

アレーの設計は主に遠方界領域で行われ，フレネル領域
のような近傍界における不感地帯を解消するようなリフ
レクトアレーの設計法に関する研究は少ない．そこで本
研究では，フレネル領域にある端末に対してビームを向
けられるリフレクトアレーを設計し，その有効性を数値
的に明らかにしたので報告する．

2 フレネル領域におけるリフレクトアレーの設計法
図 1のような N 素子リフレクトアレーでは，各素子

の散乱波が Focal pointで同相になる位相の条件は以下
のように表される．

ϕn = k0((lin,n − lin,1) + (lref,n − lref,1)) + ϕ1 (1)

where n = 1, ...,N

ここで lin,nは波源から第 n素子までの距離，lref,nは第
n 素子から Focal pointまでの距離，k0は自由空間中の
波数，λは波長，ϕnは第 n 素子の散乱波が Focal point

で満たすべき位相である．(1)を満たすような ϕnは，異
なる素子長のリフレクトアレー素子を配置することで実
現できるので，フレネル領域にある Focal pointにビー
ム走査が可能である．

3 数値シミュレーション
提案法を用いてフレネル領域におけるリフレクトア

レーの設計が可能であることを明らかにするため，20素
子の 1次元リフレクトアレーを設計した．リフレクトア
レー素子は寄生素子を装荷した反射板付きのダイポール
素子とし，素子間隔は 0.5λとした．反射板の中心が座
標系の原点であり，r = 0.25 m，θ = 30 deg. , ϕ = 180

deg. の位置に送信アンテナがある．また，r = 0.2 m、
θ =0 deg. ～60 deg. ，ϕ =0 deg. ，180 deg. の円周上
に Focal pointを配置した．円周上での電界強度 (Eϕ成
分)は図 2に示す．設定した Focal pointに主ビームが
向いていることが分かる．

4 まとめ
本報告では，提案法によってフレネル領域におけるリ

フレクトアレーの設計が可能であることを数値的に明ら

かにした．
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図 1 フレネル領域におけるリフレクトアレーの設計法
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図 2 設計したリフレクトアレーの散乱パターン
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